
懲
罰
動
議
を
可
決

   

児
玉
求
議
員
に

「
出
席
停
止
７
日
間
」

こ
れ
ま
で
の
経
過

委
員
会
で
の
審
査

※�

一
般
質
問
は
、
質
問
の
回
数
を
３
回
ま

で
と
し
て
い
ま
す
。

※�

一
般
質
問
を
す
る
に
あ
た
り
、
議
員
は

そ
の
要
旨
を
文
書
で
通
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
通
告
書
に
は
、
質
問
の
相
手

（
答
弁
者
）
を
記
載
し
ま
す
。

　�

　
た
だ
し
、
こ
の
答
弁
者
の
指
定
は
、

質
問
す
る
議
員
の
希
望
で
あ
り
、
誰
が

答
弁
す
る
か
は
、
執
行
部
側
の
判
断
で

決
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
令
和
２
年
12
月
８
日 

12
月
定
例
会

　
児
玉
議
員
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

１
回
目
の
質
問
で
、
町
長
が
答
弁
し
な

か
っ
た
事
に
対
し
「
私
の
了
解
を
得
て

か
ら
で
な
い
と
」
な
ど
と
主
張
し
、
そ

の
よ
う
な
規
定
は
な
い
と
正
し
た
議
長

に
対
し
「
越
権
行
為
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
も
、
適
法
に
議
事
運
営
を
進

め
る
議
長
に
対
し
「
越
権
行
為
」
と
の

発
言
を
繰
り
返
し
、
議
事
の
遅
延
は
、

数
10
分
間
に
わ
た
っ
た
。

■
令
和
３
年
１
月
18
日

児
玉
議
員
の
行
為
が
懲
罰
の
対
象
に
な

る
の
か
会
議
録
で
確
認
。

■
令
和
３
年
１
月
25
日

児
玉
議
員
の
弁
明
の
場
を
設
け
る
。

〈
児
玉
議
員
の
一
身
上
の
弁
明
〉

　
再
度
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
、
町
の
最
高
責
任
者
と
し

て
町
長
が
答
弁
す
る
の
は
必
要
不
可
欠

と
考
え
、
１
回
目
の
質
問
に
対
す
る
町

長
の
答
弁
を
求
め
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
議
長
が
一
方
的
に
議

事
進
行
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
議
論
と

な
っ
た
。
１
回
目
の
質
問
に
対
し
、
議

長
が
町
長
に
答
弁
す
る
よ
う
議
事
進
行

し
さ
え
す
れ
ば
何
の
問
題
も
起
こ
ら
な

か
っ
た
。

〈
弁
明
を
受
け
て
〉

　
児
玉
議
員
は
、
違
法
行
為
の
認
識
が

な
い
。
議
会
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ

の
ル
ー
ル
に
則の

っ
と

っ
て
議
会
運
営
を
し
て

い
る
。
２
回
目
で
町
長
に
答
弁
さ
せ
て

い
る
。
児
玉
議
員
の
行
為
は
、
議
長
の

秩
序
保
持
権
、
議
事
整
理
権
を
侵
害
す

る
行
為
で
あ
る
。

■
令
和
３
年
２
月
８
日

委
員
会
の
採
決
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
児
玉
議
員
に
対
し
懲
罰
を
科
す

・�

懲
罰
の
内
容
「
公
開
の
議
場
に
お
け

る
陳
謝
」

懲罰特別委員会を設置
　�提出された動議を受け、
12月11日の本会議におい
て設置。

※�委員会では、内容を確認
し、児玉求議員へ懲罰を
科すべきなのかを慎重に
審査します。委員会の審
査を経て、本会議におい
て採決となります。

委�員�長　　猪谷�繁幸
副委員長　　白水�春夫
委　　員　　今村�桂子
　　　　　　三上�政義
　　　　　　田ノ上�真
　　　　　　世利�孝志

※須恵町会議規則第１００条（議長の秩序保持権）
　�法または規則に定めるもののほか、規律に関する
問題は議長が定める。

※懲罰動議とは
　�議会の秩序を乱した議員に対し、議会が制裁を科
すことを提案する行為。

■
令
和
２
年
12
月
９
日
　
議
長
へ
動
議
の
提
出 

12
月
定
例
会

委員会の構成メンバー

前号記事参照
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ょ
っ
と
解
説
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定
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今
回
の
論
点
は
、
会
議
を
進
行
す
る

に
あ
た
っ
て
の
適
法
性
で
し
た
。

　
児
玉
議
員
は
、
議
長
の
進
行
が
自
分

の
期
待
に
反
し
て
い
た
た
め
、
「
越
権

行
為
」
と
非
難
し
、
議
事
の
進
行
を
妨

げ
ま
し
た
。

　
動
議
は
、
児
玉
議
員
の
方
こ
そ
、
議

事
進
行
を
規
定
す
る
法
に
違
反
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
、

結
論
は
上
記
の
通
り
で
し
た
。

　
「
政
治
的
対
立
と
か
意
見
の
違
い
で

争
っ
て
い
る
の
で
は
？
」
と
の
誤
解
が

あ
り
ま
す
が
、
違
い
ま
す
。
ル
ー
ル
の

問
題
で
す
。
法
規
違
反
を
黙
認
す
る
と
、

正
常
な
議
会
運
営
が
お
か
し
く
な
る
、

議
会
の
品
位
が
下
が
る
、
な
ど
の
理
由

か
ら
、
違
反
の
議
員
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

与
え
ま
す
。

　
す
べ
て
の
議
員
が
町
民
の
代
表
で
す
。

政
治
的
主
張
を
さ
え
ぎ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
に
則
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
審
議
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
発
言
し
な
い
と
、
議
会
全
体

の
進
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
な
い
須
恵
町
議

会
を
望
む
も
の
で
す
。

〈
委
員
長
報
告
の
要
旨
〉

・�

議
長
が
議
員
の
了
解
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定

は
な
く
、
逆
に
、
本
会
議
に

お
け
る
発
言
は
す
べ
て
議
長

の
許
可
を
必
要
と
す
る
。

・�

昨
年
の
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
町
長
は
「
今
回
か
ら
実

務
に
つ
い
て
は
担
当
課
長
に

発
言
さ
せ
る
」
と
明
言
し
て

い
る
。

・�

昨
年
の
９
月
定
例
会
の
児
玉

議
員
の
一
般
質
問
で
は
、
１

回
目
の
答
弁
に
町
長
は
立
っ

て
い
な
い
が
、
同
議
員
か
ら

は
何
の
見
解
も
な
か
っ
た
。

一
貫
性
が
な
く
、
矛
盾
し
て

い
る
。

・�

弁
明
と
言
い
な
が
ら
、
混
乱

の
責
任
を
議
長
に
転て
ん

嫁か

し
、

一
方
的
で
公
正
で
は
な
い
と

批
判
し
た
。

・�

児
玉
議
員
が
、
議
長
の
秩
序

保
持
権
、
議
事
整
理
権
を
侵

害
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　
議
長
が
命
じ
た
陳
謝
文

　
私
は
、
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
、
12
月
８
日
の
一
般
質
問

で
、
適
法
に
議
事
運
営
を
進
め
る
議

長
に
対
し
、
不
適
切
な
言げ
ん

辞じ

を
用
い
、

議
事
進
行
を
妨さ
ま
たげ

ま
し
た
こ
と
は
、

議
会
の
品
位
を
保
持
し
、
秩
序
を
守

る
べ
き
議
員
の
職
責
に
顧か

え
り

み
て
、
ま

こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
に
深
く
反
省
し
、
誠
意
を
披ひ

瀝れ
き

し
て
陳
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※地方自治法第１２９条（議場の秩序維持）
　�議長は、議場の秩序を乱す議員があるときは、制止し、
または発言を取り消させ、その命令に従わないときは、
発言を禁止し、または退場させることができる。

※地方自治法第１０４条（議長の議事整理権・議会代表権）
　�議長は、議場の秩序を保持し、議事を整理し、議会の事務
を統理し、議会を代表する。

■
令
和
３
年
３
月
３
日

委
員
長
の
審
査
報
告
が
な
さ
れ
、

「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
」
の
懲
罰
を
科
す全員賛成可決

全員賛成可決

議
長
、
陳
謝
文
の
朗
読
を
命
じ
る

児
玉
求
議
員
は
、
朗
読
を
拒
否

新
た
な
懲
罰
事
由
と
な
る
た
め
、

再
び
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置

　
議
長
、
退
場
を
命
じ
る

　
児
玉
求
議
員
、
退
場

　
３
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で

　
７
日
間
の
出
席
停
止

■
令
和
３
年
３
月
８
日

委
員
長
の
審
査
報
告
が
な
さ
れ
、

「
出
席
停
止
７
日
間
」

　
　
　
　
の
懲
罰
を
科
す

〈
委
員
長
報
告
の
要
旨
〉

・�

児
玉
議
員
は
、
議
会
の
決
定
、
議

長
の
命
令
に
従
わ
ず
、
陳
謝
分
の

朗
読
を
拒
否
し
た
。

・�

議
員
で
あ
る
以
上
は
、
議
会
の
議

決
の
重
さ
を
理
解
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

・�

少
し
の
反
省
の
弁
も
な
く
、
既
に

議
決
が
出
た
後
に
、
異
議
を
述
べ

よ
う
と
議
長
に
抵
抗
す
る
な
ど
、

議
会
軽
視
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。

・�

児
玉
議
員
に
は
、
議
会
軽
視
を
す

る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
議
員
を

選
出
し
た
須
恵
町
民
を
軽
視
す
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
気
づ
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

同日委員会審査、即日採決
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